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，階
.で
は
、
土
地
そ
.の
他
の
あ
ら
ゆ
.石
封
建
的
財
庳
が
安
い
慣
格
で
新
興
階
.
'
,

 

:.
ン
紙
の
手
に
集
積
集
中
，さ
れ
、
第1:1

の
段
階
で
こ
れ
ら
が
賣
却
さ
れ
、

：
#
^

 

_れ
た
貨
幣
が
勞
働
カ
そ
：の
他
の
生
库
手
段
^

投
資
.さ
れ
る
こ
上
に
ょ
り
本
"
.
.
.

 

源
的
截
横
.の
'仕
.上
•け
が
行
わ
れ
る
。
そ
^

て
.獨
占
は
、
.第
一
の
段
階
で
は
.

'

種
V
如
.財
澉
ゼ
鲈
建
階
徽
.か
：ら
新
興
階
級
へ
上
移
轉
せ
v

t

に
.役
立
.ち
,'
: 

第
二
.の
段
階
：で
.は
小
.生
庫
者
を
窮
乏
化
せ
し
め
て
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
‘
の
.

形
成
^

促
進
す
る
働
き
を
す
る
.(
後
半
の
部
分
は
第
；六
窜
に
か
\:
る)

。
と

';
.

.
こ
ろ
1で
.ド
ッ
ブ
は
、
：.
.，獨
.占
の
本
質
が
.そ
れ
そ
れ
の
段
階
で
ど
.の
ょ
$

に

變

.' 

.

つ
た
か
は
即
言
し
て
お
ら
.ず
、
又
の
こ
の
ょ
ぅ
な
原
蓄
- o
货

- W
的
侧
，面
と
.

:

，原
蓄
.の
.基
本
的
過
程——

農
民
の
土
地
收
奪
過
程
-
—

AJ.

の
關
連
が
不
明V

 

_
 

:

確
で
あ
り
、
'更
。
原
著
を
一
一
局
M

に
わ
け
る
.こ
.と
に
ょ
り
、'.
'

.±
地=

商

人

V 

貴
族
の
库
業
資
本
家
.へ
の
鞔
化
が
.い
と
ネ
簡
箄
に
實
現
さ
れ
、
新
漁
ド
ッ
.

\

 

ブ
の
强
調
す
るT

ニ
つ
の
道」

の
對
抗
的
な
關
係
.が
ぼ
か
さ
'れ
て
し
ま
ぅ 

.
■
:

と
い
>

*■
猶
t

の
問
題
が
：殘
さ
が
て
い
る
。
ぐ
-,
.

;
.
.
.

....

:

間
題
は
決
し
て
ご
れ
だ
け
に
止
ま
ら
な
'

い
：：

が
、
硏
究
者
が
是
非
と
も
取 

'

上
げ
な
げ
れ
ば
な
.ら
江
い
も
の
と
し
て
.以
上
若
干
の
指
摘
を
行
つ
た
。

.
.- 

.

(

岩
波
现
.代
叢
書
、
'
;1

九
五
四
年
八
凡i

t

八
日
W

、
，B
6
.版
：三
I

n

K :
、

..

ニ
/\
-

0
圓)

；

.

'.

■
■

’
：
：
.

 

'(

尾

城
.-.
太
郎
丸)

.

-.
.

.

人 

.

.'.

.

:
.

-

-

;

近
藤
康
男
監
滌'

.

大
谷
省

三
編
凜
■
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:

■

: 
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「

農
地
改
革」

"

.

.

.

.

‘
 

，

-

■

農
地
改
革
.に
關
す
る
書
物
は
數
多
い
。
農
業
經
濟
論
の
へ
領
域
で
の
.論
爭 

は
さ
て
お
.き
、
法
學
の
畑
.で
も
法
律
學
體
系
.第
二
.部
法
學
理
論
篇
に
加
藤
.
 

.

.一
郞
著「

農
地
改
策j

其
他
が
あ
り
、
近
く
は
法
律
時
報
九
見
號
が
，農
村
■ 

'

 

の
法
律
特
集
號
を
出
し
た
。
：叉
諸
研
究
の
.基
礎
と
な
る
べ
き
資
料
を
中
心
.
 

と

し

た

實

證

的

硏

究

-
—

た

^

洗
ば
近
藤
康
男
著
ー
農
地
移
動
に
關
す
る
：
 

.

.
調
查」

.
同

长

篇
--
1
日
本
農
業
.
.の
：統
計
分
拆
1_
_:'
.な
ど
^

—

も
次
.々

ど

世

に

送V

ら
れ
て
い
る
。

「

日
本
農
業
發
達
史J

全
十
卷
の
刊
f r
、

「

地
租
改
I H
資 

.
料
.

」

.の

.上
梓
^
.又
大
き
：な
.役
割
を
果
す
こ
と
で
あ
ろ
う

a

 

、
 

く 

本

元

，
の

，
農

業

經

濟

論

に

.
お
：い
て
は
日
本
資
本
主
義
講
座
の
第
五
卷
、 

第
六
卷
、，.
貯
渡
貞
雄
氏
の
.「

農
地
改
革
の
基
本
耩
造」

を
最
後
に
本
年
春 

で
太
體
書
物
が
出
.つ
く
1>
た
か
の
觀
，が
あ
り
、
農
地
改
革
，の
評
價
は
改
革 

,'
被
の
申
封
建
的
土
地
所
.有
の
存
在
を
め
ぐ
づ
て
一
|
つ
，の
立
攥
に
わ
か
れ
對 

i

'b
た
.形
.を
.と
づ
て
い
る
'
.
.

(

本
誌
本
年
八
月
號
書
評
、
拙
稿
石
渡
貞
雄
著 

.V「

農
地
改
革
の
：基
本
椴
造」

參
照)

。
し
か
.し
な
が
ら
一
瞬
も
步
み
.を
と
め 

な
い
.日
本
資
本
主
義
と
そ
れ
に
對
應
す
る
'農
村
經
濟
は
、

M
 

-

s

;

A
協 

'

定
の
受
諾
を
契
機
と
し
て
.經
濟
軍
事
■化
に
決
定
的
な
—.
步
を
ふ
み
出
し
て 

:■
■
■お
り
：、
農
業
構
造
は
そ
の
影
響
を
ま
と
も
に
う
け
て
變
貌
し
つ
.つ
あ
る
。

.'
と
こ
に
農
業
問
題
分
析
の
新
し
い
皿
^

へ
の
.要
請
が
生
ず
る
の
も
當
然
の 

.

.ベ
こ
と
と
い
.え
ょ
ミ
本
書
は
農
村
問
襌
講
座
の
第
一
：.卷
と
し
て
、
農
業
に
お
.

'

け
る
生
庳
關
俅
の
變
化
I

農
地
改
革
を
こ
の
新
し
い
視
角
か
ら
取
組
も 

'
う
.と
こ
-£
-
_ろ
■み
.た
も
.の
：で
■あ
る
。
そ
.の
、
.
從
來
の
間
題
點
を
整
理
し,(

總 

論
爭
の
ゆ
き
づ
ま
り
の
中
か
ら
そ
の
打
開
の
た
め
に
オ
ー
y

ド
ッ
ク 

.ス
な
方
法
論
に
立
ち
還
え
り
.
つ
つ
新
し
い
段
階
•の
視
角
か
ら
展
望
し
ょ
う 

:

.

.と
す
る
努
力
，は
、r

戰
後
の
日
本
農
村
問
題
の
集
大
成
と
學
會
ベ
の
貢
献」

 

へ
序
文)

と
い
う
抱
負
を
十
分
果
し
え
た
も
の
と
思
う
。

• 

•

■ 

'\ノ
 

■
 

■ 

V 

'

*
,木
木
* 

ホ

本
,

本
書
は
總
說
/

近
藤
康
男
、
筚 
一
_

農
地
改
革
の
過
程
.
內
海
義
夫
、
 

第
二 
■章

.'
農
地
改
革
.の
歴
史
的
地
位
西
山
武
一
、

第
三
章
，
農
地
改
革 

.を
め
ぐ
る
諸
問
題
第
-
節

農

地

移

動

■近
藤
康
男
、

第

二

節

林

野

を 

.め
ぐ
る
諸
問
題
：
津
山
四
郞
：牧
村
譲
、

第
三
節
水
利
支
配
と
•農
業 

濃
村
社
會
關
係
*

罾
敏
雄
、

第

四

章

自

作
.農
の
實
' #
形

態
.
大
谷
省 

.

H

諸
於
執
筆
と
い
ろ
構
成
を
'と
つ
て
い
る
。
農
地
移
動
に
あ
ら
わ
れ
る
土 

-地
制
度
、
耕
作
攆
^

所
有
權
の
問
題
、
林
野
所
有
と
改
革
後
の
地
主
制
、

1

■

課

f

齋

s

亂

霞

I

孤
■

! ,
黎

撕

ド

-;
.
!

冒

學

會

雜

訪

第

四

十

七

卷
.

第
十
二
號
，
：
.
.
：

 

•

,

.

 

'
八

-

(

二

六

〇)

ガ

ネ

支

の.貴

狀

な

.
ど

す

て

に

■通

'
ベ

た■■!
.
.う

に

從

來0

農
地
改
革
を
め

ぐ 

る
論
爭
か
間
題
點
が
そ
れ
ぞ
れ
取
上
げ
ら
れ
て
い
る

o

が
、

こ

之
で
は
本 

:
:;
#

の
.特
色
今

_
1
っ
と
し
て
、
又
現

#

の
半
封
建
制
の
論
爭

.を
め
■ぐ
る
焦
黏 

と
し
て
、特
に
第
.一
一
章
と
第
四
章
と
を
取
上
げ
、改
革
紙

.に

P'
け
る
自
作
農 

的
土
地
#

有

.
の

歴

史

的
性
格
規
宛
に
つ

V

て
考
察
し
て
み
た
い
と
思
う

0
.

.

西
山
武
一
氏
は
、
所
謂
自
由
な
農
民
的
經
營—

農
|
|勞
働
カ
：と
農
業 

生
產
.手
段
と
土
地
と
の1

人
格
に
お
け
る
合j 

_
_
を

そ
の
成
立
の
條

#

 

と
.の
關
連
で
把
握
す
，る
こ
と
を
强
調
さ
れ
る(

五
七
、
五
八
、.
六
一「

、
六 

四
頁)

.0
ア
メ
リ
，力
型
、

ィ
ギ
リ
ス
型
、

フ
ラ
ン
ス
.型
、
，ブ
ロ
シ
ア
型
と
そ 

.

れ
ぞ
れ
の
異
る
類
型
を
現
出
せ
し
め
..た
契
機
は「

夫
々
の
歐
の
■農
業
生
藤 

を
當
時
耿
ま
い
て
.い
た
土
地
倐
件
と
市
場
'(

外
部
產
業y

條
件
に
お
け
る
.
 

差

- s
' (

六
〇
頁
、
六
'ニ
頁)

で
，あ
る
.
，

(

份
か
％
農
村
め
内
と
外
で
.の
新
し 

い
雄
產
樣
式
の
互
.に
.照
應
的
な
發
展
一
並
行
苯
命
が
存
在
せ
ず
、
資
本 

が
流
通
部
2
:で
の
み
活
動
し
て
い
、
た
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
.そ
の
農
業
部
門
に 

利
潤
顧
睛
が
自
立
を
妨
げ
ら
れ
た
よ
う
に(

五
.
八
頁)

)

6

『

ー
武
目
5 0

'
十
六 

'■
l
i
t-l
a

が
資
本
資
義
を
こ
の
世
の
.中
に
送
り
こ
ん
セ
と
す
れ
ば
、.
.一‘

一

度
見
の 

十
.六
世
箱
は
.資
本
主
.

を
.寒
場
に
送
り
こ
む
- ^
ら
う』

：(

マ，
ル
■ク
.ス.
よ
*り 

土
ツ
ゲ
ル
ス
へ
の
手
紙|

八
3;
八
.年)

.°
解
放
農
民
に
.利
潤
.を
保
_證
す
る
-
 

よ
う
な
好
都
合
な
市
場
條
件
が
消
失
し
た
ハ
，

j

ハ
四
茛)

十
九
世
紀
ホ
は
降
に 

行
わ
れ
た
アジ

ア
，fl
t
i會
で
の(

ロ..

シ
.ア
も
；ふ
.く
め
.て
.

)

土
地
改
苹
は
自
ら
異
，
 

つ
允
様
相
を
も
つ
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い(

六
八
ぎ)

。
こ
こ
に
從
毕 

の
、
問
題
點
を
土
地
所
有
に
限
宛
し
て
行
.わ
九
て
い
：た
自
由
な
農
民
的
土 

. 

地
所
.有
と
敬
淹
後
の
自
作
農
的
土
地
所
有
の
'論
爭
は」

っ
の
反
省
を
促
さ 

れ
る
こ
と
と
な
る
。
更
に
氏
は
第
！一：次
大
戰
後
の
：一1
0
.の
土
地
改
革
を
取 

上
げ
、
.
日
本9

.

農
地
改
軍
を
プ
ロ
シ
ア
，型
と
.
'

ど
：.

に
.
.ス
ト
#

ビ
.
.

.

ン

型(

，ロ
シ 

ア〕

、
中
國9

 

土
她
改
本
を「

レ
：|

" '
ゾ
の
：'表
式
の
介
在
に
よ
っ
て
制
約
ざ 

れ
た
.

J

ア
メ
リ
ヵ
迎
と
規
宛
さ
れ
る
o
'す
な
わ
ち
反
地
主
的
で
あ
る
と
同 

時
.に
、
そ
の
双
生
兒
で
あ
る(

兩
亲
共
封
建
的
諸
條
件
に
よ
っ
て
全
剩
餘

パ
/'
:

；
-
:!■
磐
ま
'称
亦
；

.

.

勞
働
を
收
取
す
る
故
に)

舊
型
富
農
を
も
否
定
し
た
農
民
的
改
革
を
行
い
、

* 

.合
作
經
濟
-.
0

中
に
進
む
中
國
の
そ
と
日
本
と
を
比
較
さ
れ
る
こ
と
_に
よ
.
 

り
、
，：日
本
に
お
け
る
新
型
富
農
へ
.の
，轉

身

、

農

業

に

お

け

‘る
資
本
主
義
的
_

'
.
'、
生
產
樣
或
が
..い
.か
に
半
.封
建
制
を
映
す
高
額
な
地
價
に
組
止
さ
れ
て
い
る
.
 

^

を
示
さ
れ
る(

七
.三
頁)

。
こ
こ
で
現
段
階
に
お
け
る
問
題
は
、
も
は
や 

農
民
經
濟
が
、
社
#

的
生
產——

私
的
所
有
に
立
脚
す
る
資
本
主
義
を
經 

.
る

へ

き

力

と

.
^
.
う

問

の

提

出

；

(

丁

度

當

時

の.！

i

シ
T '
iの
.
よ
う
に)

と
い
う 

'こ
と
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
0
西
出
氏
の
意
圖
は
こ
れ
ら
の
考
察
に 

よ
り
、
日
本
の
.農
地
改
革
の
意
義
と
限
界
を
■明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
で
あ
.
 

:

つ
た
。
'

.

大
谷
氏
は
^ .
革
後
©

農
業
生
產
關
係
の
規
定
者
と
し
て
‘自
作
農
の
性
格 

.

を
追
究
■さ
れ
る
。
そ
の
現
實
を
統
計
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
後
、
自 

'

作
農
の
本
質
は
自
作
農
.的
土
地
所
有
に
よ
っ
て
根
本
的
に
規
定
さ
れ
て
い 

.

る
が
、

自
作
農
的
土
地
所
有
は
生
：き
殘
っ
た
地
主
的
土
地
所
有
の
：基
礎
の 

上
に
立
.っ
て
い
る
.

0

 

二
1

0
頁)

ど
し
.

v

基
本
的
に
は
、
自
由
な
農
民
的 

土
地
所
.有
で
な
い
，と
.
と
.を
確
認
ざ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
今 

• 

日
地
主
的
土
地
所
有
そ
れ
自
體
を
■も
っ
て
農
業
生
產
關
痛
の
.基
礎
で
あ
る 

-

•

ど
す
る
こ
と
ば
疑
間
で
あ
る
と
.い
う
問
題
提
起
が
な
さ
れ(

ニ
.ニ
七
直)

、

_
自
庙
な
農
民
的
土
•地
所
有
は
村
の
舊
：い
ヒ
千
ラ
ル
ヒ
I (

半
封
建
的
生
產 

.

.
關
係
の
.上
#

構
造)

の
解
體
.に
.よ
.っ

て

她

立

す

る

と

.
し

て

(

ニ
ヨ
七
頁)

.
 

'
分
割
地
的
土
地
所
有
を
權
カ
構
造
と
かi

i

で
把
握
さ
れ
^

:0

.自
由
な
農 

>
,

.

民
的
土
地
所
有
を
た
だ
'形
式
的
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